








































































































































































































































相関係数 一〇，431 0．099 0．248 一〇．43 一〇，555 一〇．435 一〇．278
パワー こ 目 、
相関係数 一〇．255 一〇．392 一〇．707 0．2『 一〇．405 0．178 騰翻一〇．373
＊体重を除きすべてp〈0．01
取量が標準値より全年代において低いことがわかった．
最大酸素摂取量は，一般に20歳代をピークとして加齢と
ともに減少する．同一年齢では，運動習慣の高いものほ
ど大きい値を示す．また，トレーニング実験で最大酸素
摂取量が増加する4）ことも証明されている、このことよ
り，対象者の日頃の運動習慣の少なさを推測できる．
　このことは，敏捷【生の測定結果でも裏付けられる．敏
捷性は，一般的に加齢における有意差は少なく，過去の
スポーッ経歴や運動経験が主として影響するといわれて
いる3〕・4）．今回の結果，敏捷性は標準値より低値を示し
ており，このことからも運動経験や習慣が少ないものと
推測された．
　測定項目の中で，一般的に加齢の影響を受けやすいと
いわれている項目として，平衡性，筋力，呼吸機能が上
げられる．
　平衡性は，老化度の一つの尺度であり，女子では40歳
から有意に低下し始めるといわれているが，今回の結果
でも，40代と50代の間で有意に低下が見られた．これは，
感覚機能のフィードバックシステムが高年齢まで保持さ
れにくい5）事を証明していると思われる．
　筋力については，今回は握力を測定した．握力は20歳
頃をピークに以降漸減するといわれている．さらに，身
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長との間の相関も認められている．ただし，今回は身長
は標準値との間に大差は見られなかったため，対象者の
握力は標準値以上に比較的良好に保たれているといえよ
う．さらに，握力は他の筋力との間に比較的高い相関
（腕力との間に0．84，脚力との間に0．76，背筋力との間
に0．75）が認められている3〉ことより，全身的に筋力は
比較的良好に保たれていることが推測できる．
　呼吸機能については，これも加齢の影響を受けやすい．
肺は40歳を過ぎる頃から，各部位において全体として弾
力を失い，呼吸機能が全体的に低下するといわれている．
今回の結果でも，40代と50代の間に有意な低下を認め，
相関係数も負の値となることより明らかである．また一
秒率が高値を示していたのは，呼吸筋の力が良好に保た
れていたことを示しており，この結果でも全身の筋力は
良好に保たれている事が推測できる．
これらの結果より，県内成人女性の傾向として，全身
の筋力は比較的良好に保たれているものの，運動習慣自
体は少ないことが推察される．そのため，このチャレン
ジ号での測定をきっかけに，チャレンジ号本来の目的で
もある県民の健康運動の習慣作りを推進していくことが
必要であり，これからの課題でもあると思われた．
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